
文 型 に つ い て

森 田 良 行

L文 型教育のあ り方

日本語教育,特 に初級段階における文法教育は,文 型教育 に尽 きると

言っても過言ではない。.今目・一般に用いられている各種 目本語教科書は・

いずれも文型 を中心 として各課 が配列 されている。基本的な文型の獲得 と

その応用力の習得こそ,初 級段階における学習の中心課題 と言えるであろ

りD

文型 を日本語教育の立場から眺めた場合,そ れは言語の練習用 として採

り上げられる文の基本的類型 と規定 できる。つまり,い ろいろの表現にお

ける文の公約数的類型である。文型 は観点の違いによって種々の基準か ら

類別 され得る。形式面 を重視 した分類法から意味面を車視する分類法 まで

千差万別,現 在のところまだ定説 を立てるまでに至っていない。文型の分

類法ならびにその分類基準は,言 ってみれば,言 語表現 の中から文型 を

「文型的なもの」と認めて取 り出すための判定基準であ窮 その文型認定の

立揚 ・観点からおのず と規定されてくる分類法である。これが形式面重視

に傾 けば文型論は構文論に近づ く。当然,文 型分類も,さ まざまな文形式

のさまざまな文構造に見合った分類項を立ててい くこととなり・複雑多岐

になっていく。基本的な骨格で大わ くはまとめ られているにしても,あ る

一つの要素が加わるごとに分類項 も加算されてい くのであるか ら
,分 類図

の底辺はひ じょうな広が りを持つことになる。これではコンピュータ的操

作となり,と ても6か 月やそこ らの初級教育で扱える分量ではない。分類

とは,無 限に近い複雑多種のものをいかに単純明快に整理 していくかであ
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る.あ る観点 か らで きるだけ多.くの共通項 を見つ け出 し,共 通性 をもづ も

のを同種 の もの として一 括 し,粗 くまとめてい くこ とである。教育面 か ら

眺 めれ ば,部 分部分 の共通項 を学習面 で一 つず つ確 実に抑 えていけば・そ こ

に属す る細 かな個別 的事 象は結果的 に習得 さ.れて しま うとい うのが理 想 で

ある.あ る課 である表現 を取 り扱 う とす るな らば,ま ず先 に大わ くで ある

粗 い共通項(す なわ ち文型)を 提示 し,そ の基本形式 に該 当す るであ ろ う

各種 の例女 はその課 で練 習用 として一括 して与 え られ る。 もし各種の例文

を形態面 か らさ らに下位分類 してい ったな ら,と て も一 つの課では収 容 し

きれ ないであろ う。第一それでは複 雑 になPす ぎて学習者 の頭は混乱 す る

ばか りである。初級段 階では最低 こグ)へんまでは習得 させ るのが望 ま しい

とい う文 型 の 範 囲 を設 定 し,そ れ を限 られ た時間数 の中で与えてい くに

は,抑 えるべ き要所要所 が何 であ るか を考慮す る。.当然 のことなが ら,末

端的 な細 かい事象は より基本的な大 わ くの文型 の下位要素 として まとめ ら

れ,そ の基本文型 を与 える ときに,文 型拡張 の可能性 として文型練習 の中

で触れ てい く。文型分類 図の ピラミッ ドの頂点 か ら分類枝 を広げてい って

どの レベル まで下 げてい くか,初 級段 階で はこのへ んの広がPま で,中 級

段階 ではさ らに下げていってより広 い下位分類 にまで触れて いくとい うよ

うに,初 ・中 ・上級 で扱 う文型の段 瞭 範囲 を設定 してい く必 要があ る。

初 級 はきわ めて粗 く,基 本文型σ)その根幹 だけ にとどめ,中 級 で基本 文型

がひ ととお り収ま る程度 に網 の目を狭 め,上 級 では さ らに綱の 目をしぼ っ

て,よ り特異な文型,細 かい諸種 の言 い回 し,慣 用表現 まで もす くってい

く。

初級段 階は飛 び石 づたいに歩 くよ うな もので ある。主要な文型 の基本 形

を飛び飛びに伝 っていちお う巨的地 まで到達 す る。石 と石 との間は飛 ば し

て問題 としない。 中級段階 では飛 び石 の数 をふや し,初 級の ときの間隙 を

埋 めてい く。 さらに上級段階 に至 って,完 全 な 舖 装 道 路 となるよ う・一

ラーで地 な らしす るよ うに,細 部 まで もあまね く踏 みな らしてい く。文型

教育 とは,粗 か ら密へ と同 じ道程 を何度 も往復 する ことなのである。
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H・ 表 現形式の基本型

1.詠 嘆 表 現

言語表現 は,表 現 の あ り方 か ら大 き く二つに分 けて考える ことができ

る。第一 は,話 し手が特 に聞 き手 を意識せず,自 己の内な る事柄 を言 語 と

いう形式 によって表出す ることを目的 とした表現であ る。聞 き手 を対者 と

して意識 していない とい うこ とは,話 し手 と聞き手 の視点が重なる とい う

ことで,両 者 が同 じレンズ を通 して眺 め感 じている と考 えてもよい。話 し

手 ・聞 き手の一体感的意識 に立 った表現 で・r融 合型 の表現」と呼ぶ。;の

種 の表現は対 聞き手 を前提 としないので あるか ら,き わめて消極 的 な,自

己り内 なる感 情の発露 で しかない。表出段 階の表現 と言 え よう。

○融合型表現 ………詠嘆表現

融合型表現の代表 としては詠嘆表現 が挙 げ られ る。 これは感動 ・恐 れ・驚

きな どの表出で,こ のよ うな感情表 出法 を問投法 と呼 ぶ。 問投法 に よって

統括 ざれ る文 を,感 嘆文 または感動文 とい う。感嘆文 は,感 動詞,体 言 に よ

る一語文,体 言止 めの文,体 言に問投助詞(感 動 の終助詞)の 付 い たもの な

どである。これ らは感情 の高揚 の激 しさか ら,〈事柄>の 統括 ともい うべ き

「叙述+陳 述」
,つ ま りいわゆ る 「述語」の形 態 をとり得 ない文 である。

Oあ あ、../き や っ1/お や,ま あ。

○ これはこれ は とばか り花 の芳野山(貞 室)

Q愛,あ なた と二人。夢,あ なた と二人,.,

O懐 しの故郷 の山々よ1

「故郷 の山」は2人 称 の相手 ではない
・詠嘆 する素材 である。この詠 嘆の

念が高 じると素材 に対す る呼 びかけ となる。 いわゆるr頓 呼」 といわれ る

技法 で,感 嘆文ではあ るが,次 の要求表現 に一歩接近 してい る。

○おお雲 の美 よ/雲 のたたず まひ よ/私 の心 は飛翔す る/汝 と,汝 の彼

方 の家 に(三 木露風 「空 と雲 との美」」

○風 よ,風 よ・我に・其の翼 を与へ よ。(三 木露風 「風 に」)

感 動詞か体言 を基本 とした表現 で,場 合に よっては,そ の体言 に修 飾語
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が係 った り,助 詞 が付随 した ジする。構文上ふ つ うの終止法 の文 とは異 な

るので,形 態面 を重視す る文型論では,次 の 〈呼 びかけ〉〈あい さつ〉 と共

に一括 して扱 ってい るp

2・ 対立型表現の種類

言語表現の第二は・話 し手が聞き手 を意識 し・聞 き手 と対立する話 し手

として自己を設定 している場合である。当然,両 者の視点は異 なり・一方

から他方への積極的な言語伝達を煎提 として発話 される。 これを 「対立型

の表現」と呼ぶ。対立型の表現は,相 手への伝達 を意図 してなされる発

話一 つまり伝達段曙の表現であるか ら,話 し手のなん らかの積極的な働

きかけを必要とする表現であ.る。その対相手へのあり方か ら,次 のように

分類することができる。

○対立型表現

返答要求1現∫一 一 灘

槽罵/欝

㌶鑛蝶

一　 け儲

誘 いか け,命 令 など

{
応答

目あいさつ

回答

予告,通 告、通報,

予 報,告 知 な ど

…{灘
描写

要求表現に対する返事が受け入れ表現である。すなわち,相 手に判断を

仰ぎ求める く回答要求表現〉や,も っと積極的に自己の判断を押しつけ,

それに従わせようとする く行動要求表現>に 対 し,そ の返答 として相手側

}F,3



が自己の判断を示すのが く受け入れ表現>で ある。一方,・このような 「要

求一 受 け入れ」(または拒否〉の積極的関係 を持たず,た だ話し手がある

事象に対 しての自己の判断や伝聞した事象 を相手に伝えるだけなのが説明

表現である。 もっとも く行動期待表現>の ように,そ の伝達事象に対する

準備態勢 を相手側に促そうとする消極的な要求表現 も存在する。しか し,

説明表現4)多 くは,単 に相手が伝達内容 を理解 ・了解 して ぐれることを期

待するだけの 〈了解期待表現>で ある。会話文における一方的な説明や報

告,多 数の聞 き手 ・読み手 を対象 とした話や文章(講 義 ・解説 ・報告 ・報

道 ・記述 などいわゆる地の文)は,相 手が理解 してくれればよいのであっ

て,特 定の反応 を要求期待 してはいない。

3・ 応 答要求表現 と応 答表現

相手 の反応(返 事)を 期待 して口に出す こ とばが 「呼びかけ」 であ り,

「あい さつ」である
。要す るに,あ る伝達行為 を成立 させるために相手 を呼

びとめるのが 「呼 びか け」 であ り,そ の話題 に関す る会話や談話 を始 める

にあたって,相 手 を聞 き 手 として誘 い込 む きっかけ を作 るのが 「呼 びか

け」や 「あい さつ」である。「あい さつ」は また,話 の終 了後 に も交わ され

る。 「初 めのあい さつ」に対 して,こ れは 「別 れのあいさつ」である。 その

他,新 年,誕 生 日,進 学,卒 業,入 社,結 婚,出 産,快 気 な どの祝 い とし

て,死 亡,入 院,事 故,被 災な どの悔 み として交 わ され る。 また朝晩 のあ

い さつ,訪 問時の あい さつ,別 れのあい さつ,出 発帰宅 のあい さつ,食 事

の前後の あい さつ,'就 寝起床 のあい さつな ど,特 に 目本 では儀礼的 な,ま

た 日常生活 の習慣 としてのあい さつ が多 い。 あい さつは,そ の事柄に よっ

て特定 の きま りこ とぱ(慣 用 語)が あ り,自 由な構文 を許 さぬ場合が多 い

ので,一 般 の文型 とは切 り離 して 「あい さつ用語二 として一括 して扱 うほ

うがつ ご うが よい。特 に話 し手側 と相手側 とのあいさつ による応対の しか

たを,場 面や場合 と結 びつけて練習す るの が望 ま しい。 日本 は季節 や気候

によって微妙 な使 い分 け をするので・ 日本 で生 活 す るには 特 に 場 面 ・場
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合 ・話 題な どに注意 し,あ い さつ語選 びに習熟す る必要 があろ う。

「呼 びかけ」は
,呼 びかけの感 動詞(も しもし,ち ょっ と,あ の う,お い,

す み ませ ん,ご めんな さい,ご めん くだ さい,や あ,そ れ,そ ら,ほ ら等),

相 手 の名 まえ(田 中 さん,佐 藤 君,一 郎 さん等)や 敬称(殿 下,先 生,お

父 さん,先 輩,お 嬢 さん),そ の他,呼 びかけ用 のこ とば(皆 さん・諸君 ・

あなた,き み)な どを用い る。 これ も相手 と場面 による使 い分 けを教 え込

まね ばならぬ。特 に,そ のあ とに続 く回答要求表現や行動要求表現 な どと

一 まとめにして問答練習 をす 喬のが効果的 で ある。

「あい さつ」 に対 しては 「あい さつ」 を返す のが通常で あるが,「 呼 びか

け」や 「質問 ・勧 誘 ・命令 ・禁 止」・な どに対 しては 「はい/い いえ」 の応

答詞 が返事 として用 い られ る。呼び かけに対す る応答 は 「はい」で あ り,

質 問 ・勧 誘な どに対す る応 答 は 「は い/い いえ」で ある。肯否 の判定 を要

求す る質問者の問いかけに対 し(ま 鳶は話者 の要求す る一 方的 な押 しつ け

に対 し)・受 け手 が判断 を下すので ある。肯定判断 ・否 定判断 の二極 関係 に

ある応答 である。応答表現 は,要 求表現 の型 によって 「はい/い いえ」 の

使 い分 けが決 まる。その あとにつづ く判 断表現 グ)肯定形 ・否定形 とのかか

わ りあいではないことを,認 識す る要が あろう。

4.回 答要求表現と回答表現

相手の判断を期待 して口に出すことぱが質問である。質問には次の4種

がある。

a.く 判定要求の表現>

相手に肯否の判定を要求する質問者の問題提 起。「はい/い いえJで 応

答すれぱよい。

○あなたは留学生ですか。

O日 本語が話せますか。

○漢字はむずかしいですか。

b,〈 認定要求の表現〉
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こち らの判断や意見 を示 して,相 手 にそ の認否 を要求す る表現。相手 の

判断や意見 を確認 し,で きれば同意 を期待 する表現。未定判断の確 かめな

ら 「推量 ・予測」 とな り,既 定判断 の認定要求 な ら 「念押 し ・確認」 と.な

る。

Oあ なたは留学生 です ね.

○ あなたは 目本語 が話 せるんで しょう。

○彼 はまるで 日本 人のよ うに 日本語 が じょうずですね。

○彼女 よ り彼 のほ うが じょうず です ね。

これ も 「はい/い いえ」で応答すれ ばよい。

c.〈 選択要求 の表現〉

こち らか ら複数の判断 や意見 を提示 し・どれ が正 しいか・どれ を選 ぶ か・

相手 の判断や意見 を要求 する。

○ あなたは留学生ですか,違 います か。

○ 日本語 が話せ ますか,話 せませんか。

○漢字 はむずか しいですか,や さしいです か。

○パ ンに しましょ うか,ご 飯 に しま しょうか。

肯定形 と否定形 による対照,対 語(反 対語)同 士 の対照・相異 なる同種

の事物 の対照・ これ らの中の一方 を選定 して答 え させ る表現である。 した

がって 「はい/い いえ」 を必 要 としない。 もちろん,対 照項 目の どち らも

該 当 しない場合や,そ の中間的な場合 には 「いいえ/い え/い や」等 の否

定応答 が現れ る。

○コー ヒーに しますか,紅 茶 に しますか。

いや,私 はふつ うのお茶 でけっこ うです。/い え,ど ちらで もけ っこ

うです。

○生 まれは東京ですか,大 阪ですか。

いいえ,私 は東 京で も大 阪で もあ りませ ん。/い いえ,私 は京都 です。

d,<説 明 要求 の表現〉

未知 ・未解決 の事物 として問題 を設定 し,相 手 に真実 を報告 させる,な
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いしはその正解を要求する表現。事実や,相 手の知識 ・意見 ・判断 などを

確認する表現。

Oあ なたのお国はどこですか。

Oこ のミ莫字}まイ可と読みますカ㌔

○なぜ目本語 を勉強するのですか。

○ 目本の生活はどうですか。

この型の質問は原則 として 「何,ど こ,ど なた_コ 等の不定詞を含 む。

話 し手にとって未知の事柄ゆえ質間するのであるが,既 知であるにもかか

わらず相手をためす意味で質問する場合 もある。不定詞が主語に立てば一

ガ文型,述 語に立てば一ハ文型となる。

さて,回 答要求表現(疑 問文)を 形態的 に見 る と,ふ つ うの説明表現(平

叙文)の 文末 に疑問 の終助詞 「か」 を付 けた形(ま たは特殊 なイ ン トネ ー

シ ョンを添えた形)で ある。 もちろん説 明要求 表現 では不定詞が伴 う点 が

異 なるが,連 用修飾 の 「い くつ/何 人/な ぜ!ど うして」等 を除 けば,他

の用法は形態的に平叙文 の構文 と変わ りはない。 意 味 的 には 「疑 問 の 文

型」 として一項 を立 てる ことができるが,構 文的には特 に疑問構文 とい っ

た特殊形式 を日本語 は持 たない。それゆ え 日本語教育で も,質 問表現 を扱

うために課 を設け る要 は まった くない、それ ぞれ の文 型 を扱 う各 課 ごと

に,そ の文型の平叙文 にあわせて,終 助詞 「か」 を付けた疑問文 と,肯 定 ・

否定 の回答文 とをいっしょに教えれ ばこ とた りるわけである。ただ し,回

答要求表現 は多 く口頭語 に登場する表現形式 ゆえ,ダ 体 ・デアル体 の文体

よ りは,デ ス ・マス体 の会 話 文 として使 用 され ることが多 い。「暴風 に な

る らしいか。」 とは あま り言わない。 「暴 風 にな るらしいですか・」 と丁 寧

体 を用い る。同様 「...か も しれないか」よ りは 「・.・か もしれ ませんか」'

がふつ うであろ う。 「._は ずだ/… よ うだ!,..そ うだ」 なども 「._

は ずか ノ,,.よ うか ノ,.,そ うか」はあま り用 いない。 もっ とも,「.一 ぺ

きだ/._こ とだ」 は,「._と い うべ きか/・..と い うことか」 の 疑問形
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式が地 の文の中で用 い られ るこ とがあるoこ れは質問の要 求表現 とい うよ

り,不 確か さに由来する推量 の 自問形式 と見 るべ きであろ う。目

○牧 場入 口には貸 し馬が ある。30分250円,モ デル1回50円 。 歩か な

いで 乗 った 姿 を写 真 に とりた い とい うとき5D円 とられ る というと と

か...。(中 級II-132「 高 原 の秋 を行 く」)

疑 問表現 は,い ってみれば判断が下せず,回 答 を持 ち越す,な い しは相

手に回答 をゆだね,回 答 を求 める文 である。判 断未定 の表現(疑 問判断 の

表現)と 言 って もいい。そ の判断 を他人 に求 めれば く質 問〉 とな り,自 己

に求 めれば 〈自問>と なる。 また,積 極的 に回答 を求 めるのではな く,あ

いまいなままに他 入にぶっ け,相 手 の行動 を促せ ぱ,次 に述 べ る行動 要求

表現 く提案 ・勧誘>と なってい く。 あいまいな まま 自己へ と向けれ ば,く 不

確実 ・自問〉 か ら 〈反語>,さ らに く朧 化 ・碗 曲>へ と発展 してい く。

5・・行動要求表現

相手に判断を求め,言 語での回答だけでは満足できず,も っと積極的1こ

相手に何等かの行動を起こすことを促し要求 する表現 である。換言すれ

ば,自 己の判断に相手が従って行動に移すことを求め望む表現である。そ

の要求する程度の差 と,こ とばへの表し方の強弱から幾つかの段階を認め

ること力雪できる。

相手への行動要求表現

陰・・』』拙 劇 消極的(弱)i積 蘭(訓
1要 求 度'・ ＼ 一..、1.I

i目塵1癬一….亜 説望.咳 麹 誘i
隊 極的(強).勧 告・纈…..麹 盤....

*表 中に掲げた 「表現種目」については章末の文型表を参照のこと
。

これ に対 し,相 手側のほ うで行動 を起 こす ことを望 んでお9,そ れ を認

める表現,な い しは認 めない表現(行 動 を起 こさない よう要求す る表現)

もあ る。 この表現形式 は く回答表現〉に よ く用い られ る。
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相手への行動認否表翼

1垂遡i肯 定
定否

消 極 的(弱 〉 許 可 制 」.ヒ

積極的(強) 勧 告 止禁

6・ 行動 期待表 現

く行動要求表現〉はいずれ も相手 の動作 を表す動詞 に要 求 表 現 「一て も

いい'1～ ては いげない/一 ほ うがいい/～ な/～ て くれ/一 な さい」等が

添 って 〈行動要求>の 結 び文型 を形づ くっている。 これ に対 し,相 手ヴ)動

1乍には一言 も触れず,話 し手 自身の動作 の予定やその他 の事象 の生起 の予

想 を告 げ知 らせて,相 手 にそれ に対 す る心構 えや覚悟,受 け入 れ準備 な ど

を期待 する く行動期待表現 〉 も考 えられ る。 こちらの表現 を受 け入 れて,

相 手がそれに対応 す ることを期待す る問接的 な要求表現 とも言 えよう。

○豆が欲 しいか,そ らや るぞ。.

○ 午後か ら断水 します。

未来 の予定や予想 のほか,現 在の事実や推定 も く通報>と して行動 を期

待す る表現 となる。

○火事 だ1

0横 丁 でお子 さんがい じめ られてい ます。

○スーパ ーで大特売 を しているらしい よq

これ らは 〈解説表現>が 結果的 に要求表現 とな っているもの と考え られ

る。文型的には

Oそ れ,行 くぞ1

0お 菓子 をあげ よう。

のよ うに主語 が表れないか,こ とばの背後 に隠れ ている場合 が多 い。主語

が示 され て も

O雨 が降 ってきたぞ1
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や 「お子 さんがい じめ られています。」の例 の ように,ふ つ うは ～ガ 主 語

となる。<解 説表現〉に用 い られ る～ハ の判断文 は,現 れに くい。この点 が

一般 の叙述 ・描写 の文章 とは異 なる ところである
。 なお,先 に述べた 〈問

いかけ>も,単 に返事の こ とば を要求す るだけではな く,当 然行動 を期待

する場合 がある。「味噌汁 まだある～」 は,お 給仕 して くれ ることまで期 待

しての発話 なので ある。質問 も広 い意 味の行動期待表現 とな り得 る。

付 けた しではあるが,自 身に発 して 自己へ と向け られ た要求 もある。参

考 までに示 してお こう。

自己への行動欲求 ・要求

π 速求度屑 蘭 論H㎜積幽 愚
衰出度 、＼ 、.._

消 極 的(弱)自 発 誘 発

11義務 ・責任積 極 的(強)希 望

7?無 要求表現

会話は主 として要求表現 と受け入れ表現 とによってなされるカ㍉ あいさ

つや質問,目返事 ぱかりで話が運ぶわけではない。 ときには話し手側からの

一方的な報告や説明に偏することもあP ,ま た1多 数の聞き手 を相手に進

められる一方的な談話(講 義 ・解説 ・報告 ・報道など)も ある。また,地

の文 として文章につづる書 きことばの多 くはこの報告や解説の文,つ ま り

事象判断表現 である。返答要求の疑問文,行 動要求の命令文を除けば,あ

とは事象判断の表現(平 叙文)と 言 ってもさしつかえない。これには次の

4種 が含まれる。

(1)質 問め前提 として,事 象に対する自己の判断 を相 手に示 す表現

(問題導入 の前提条件)… ……く説明>

(2)回 答の理由づけとして,そ の事象に対す る自己の判断を相手に示

す表現(結 論到達への過程 ・理由)………〈説明>

(3)あ る事象に対 しての自己の判断 を相手に告 げ知 らせる表現………
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〈報告〉

(4〉 ある事象に対 しての自己の判断を述べつづ る表現……・一〈叙述 ・

描写>

これらは く説明 ・報告 ・叙述 ・描写>な どとして健用 される既定判断の

表現(平 叙文)で あって,く質問 ・自問〉に使われる未定判断の表現(疑 問

文)に 対応する。判断のあり方 としては,設 定 した状況に事象があてはま

るか否かを問題とする肯定否定判断。その状況になり得ると認める可能判

断。その状況になると予測する推量判断。その状況になったと確認する過

去認定判断。等々,判 断の相によって様々である。これらの判断が文の表

現意図として述部に現れる場合には,そ の文表現の性格を決めるものとし

て表現性中心の文型要素 と見 ることができる。述 部に現 れるところから

〈結び文型>と して整理 してお く必要があろう。(章 末に結び文型一覧表 と

して掲げたものは,こ のような見地 と.基準か ら整理したものである。)

もっとも,設 定 した状況に事象が当てはまると認める肯定と,当 てはま

るとは認めない否定(つ まり当てはまらないと判断すること)と は,認 定

結果の違いであって,判 断そのものの性格が違 うわけではない。したがっ

て肯定判断と否定判断は一括 して,肯 否判断 として扱 うほうが望ましい。

肯否判断は推量判断や過去認定判断などと並べ られるものではあるが・比

較的種々の結び文型に付随して肯定 ・否定の両表現を作るところから,こ

れを文型表か ら切 り離して,別 途扱 うことにした。

結び文型の基本 となる形式

平

叙

止目

定

否

定

文 体 動 詞 文 形 容 詞 文 名 詞 文

健 ます1働 質丁寧体1
　 　　 ユ こ ド

1行くi偉 い普通体

丁寧体

学生です

学生だ

行きません 偉く齢 讐 ん…学生{ε繁}像詠蕃 ル

ド

じ　ド　　

1普通体 行かない1 偉 くない ・学生{調 ない
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結び文型昌こ添う語

動詞嬌容鵬1名 詞用いられる言い方表 現 内容

○.o・ ○ ○'削 力㍉ ～ 力斗レ、

O:○OO

O::

ね

な

阿

四

O

O

一

〇

〇・

O

O

.

○

○

疑問,不 確実

確認,念 押 し

一 よ,～ さ,～ わp解 だ わ

～ ぞ,阿 ぜ,解 だ ぞ,～ だ ぜ

確述,親 愛

OiOlO

○

○

紺 なあ

厚 か

卍 よ

感動,詠 嘆

驚愕,驚 嘆

呼び掛け

結 び 文型

辮 霧 名詞

一

遷

O

O一

一
〇

〇

、

O

O一

一
〇

〇

[
O

O

詞

O

O

動用いられる言い方

だ飼》
す

い

で

～

解

る

す

す

ま

卍

解

表 現 内容

未了

QQO

O

O
.

O

だ

た

の

た

つ

な

っ

だ

岬

だ

配

,

削

だ

,

の

た

た園

飼

飼…

…
過
想

灘

叢
O
.

○

○

○

るあて解るいて囹態
…
賦蕪

○

○

O

Q

移動 一 に行 く,パ に来 る

解 て行 く,一 て来 る

変化,進 行 一 て い く,一 て くる

準 備,放 任 一 てお く

終 結 一 て しま う

試 行,実 験 酎 てみ る

提示,決 意 飼 てみ せ る

○

○

o

恩恵購 旨 てやる謂 てあ鵬

受益,受 給!一 て くれ る,一 て も ら う

受身i一 れ る,～ られ る
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覇翁・名詞
容
皿
形
詞動詞用いられる言い方表 現 内容

O

O

使 役,許 容・ 一せ る,一 させ る

被 役・ 酎 させ られ る

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

Q

O

O

O

…

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

Q

O

O

O

O

推 量 一 だ ろ う

一 う,～ よ う

予 葦則 ～ か も しれ な い

～ま い

断 定,主 張 一 に ち が い な い

当 然・ 一は ず だ

推 定,想 像:～ ら しい

飼(の)よ うだ,岬 み た い だ

～そ うだ

朧 化,椀 曲'～ よ うだ,～ の よ うだ

解 らしい,川 み た い だ

～が ,～ けれ ど も,四 し

飼か ど うか

○○

oo

o

C

o揮(の)よ うだ,酎 み た い だ比況

O

O

O

O

.

○

○

O

O

O
[

Oloo

類 似1阿 に み え る,～ 〔と)み え る

伝 聞,紹 介:削 そ うだ,～ だ そ う だ

一 とい うこ とだ,～ って,～ と さ

〇
一

引 用目 ～ と思 う(考 え る,い う,_.)

希 望,願 望 ～ たい,～ た が る

Q

O

O

O

O

O

OC

Q

O

O

O

O

o

o

O

O

Q
.

OIOQ

㌦
○

O

O

読 望,期 待 ～ ほ うが いい,～ の ぽ うが い い

～ て ほ しい,解 て も らい た い

卍 ばい い が,～ とい いけ ど

～ とい い な あ P～ た らな あ

～ な い か し ら,解 な いか な(あ)

飼 よ うに,一 で あ る よ うに

意 志 ・一 う.厚 よ う

決 意 解 まい,一 もん か

過 信,仮 想.～ つ も りだ,一 の つ も りだ

o!o

OiO

O

O

O

O

～ か な P～ カ》しら

解 もの か ,～ な もの か

自問

一45一



鞭 繍 糊動詞用いられる言い方表 現 内容

O

O

～ うか ,～ うや}解 うよ

削 な い か,阿 な い,

提案

O

O

O

O

O

O

O

O

O

○

○

一 う}一 よ う

一(た)1ま うカ§v、v、

紺た らシ 酊(た)が い い

～ て ご らん,解 て ご らん な さい

～て 》 ～ て よ》 阿 て ね

解て ち ょ うだ い,卍 て くだ さい

紺 て くれ ない(か),河 て くれ

～て は こ ま る

層 しろ,削1

O

O

O

O

O

O

O

O

○

O

O

O

解 こ とは な)、,～ に は お よ をまな レ、

一な レ、廷巳う力ニレ、レ、

解て は い けな い

～て は な らな い

～て は だ め

一 な

鞭

鮪

依頼,要 求

命令

制止

.

止禁

○

○

O

O

O

O

o

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

OO

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

一て もいい

～ て(も)か まわ な い

一 べ き だ

～ な けれ ばな らな い

削 な け れ 帽ごい}ナ な い

パ な くて はな らな い

～ な くて はい け な い

一 ね ぱ な らぬ

解な い で はい られ な い

一れ る,紺 られ る,艀 させ られ る

酎 せ'るダ ～ させ る

卍(に)な る,解(に)す る

酬 よ うにな る

許可

務義制
任
強
責

誘発

自発 .

自然可能

自然推移,

変化
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表現 容 内 用いられる言い方

予定,決 定

習慣

i一 よ うに な る,解 よ うにす る

…一 こ とに な る,～ こ とにす る

経験,回 想
i

野 二とが夢る汐 ことはない'
!解 こ とが あ った,紺 た こ とが あ る

:～ た こ と力宝あっ た

解た もの だ

能可 酎 こ とカ&で きる

:削れ る,園 られ る

易

難

容

困

i一や す い

… 層 こくい ・ 厚づ らい

.厚が た い,～ か ね る

鯛醗 鵬
O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

名詞

HL基 礎 文 型

文型 を文の形態面から考えていこうとする立揚では,文 論における文の

成分の相互の係 り受け関係の全体的様相 を文型と見ている。すなわち述語

を文表現成立の根幹 と考え,ま ずその述語に主語(お よび題 目語)を 掛け

て,「何ハ何スル/何 ハ ドンナダ/何 ハ何ダ」の 「主一述」関係を基礎文型

となす。この 「何ハ」に当たる部分 を く起こし文型>と 呼んでおこう。

起こし文型

表現内容' 用いられる言い方 i動言司醗

題目

削 が・

酎 の 力三,解 こ と カミ O O

解 は ,一 も

酎 の は,～ こ と は,創 の もp～ こ と も

配 だ っ て,解 な ら,飼 だ っ た ら

削 た ら ,～ と き た ら

=

■

ρo■目i

繍、 名詞…

○

o

○

O

O

O

次に順次他の連用修飾語 を冠 して文を拡張 させてい く。「学校が一 ・な

るだろう。」の主述関係に他成分の添加 を行 って,
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○学校 が休 みになるだろ う。(補 語 の添加)

目 Oど ん どん休 みになるだろ う.(連 用語 の添加)

○水曜 目か らどん どん 一 ・休みになるだろ う、(目 的語の添加)

○ 国鉄 ス トで水曜 日か ら.一 休みにな るだろ う。(状 況語 の添加)

Oた ぶん国鉄 ス トで 一 ・休み にな るだ ろ う、(陳 述語の添加)

011月 は国鉄ス トで...休 み になるだろ う。(題 目語 の添加)

Oだ か ら11月 は,.,休 み になるだろ う。(接 続 語の添加)

○ そ う,だ か ら1能 月は 一 ・休 みになるだろ う。(独 立語 の添加)

の よ うに文は どん どん拡 張 され てい く。 さ らに 「今年 の11月 は..一 」 の

よ うに連体修飾語 を冠 した 窮

011月 と12月 は..9休 み}こなるだろ うρ

○国鉄ス トと私鉄 ス トで 、..休 み になるだろ う。

のよ うな並立語 を立 てた りす ることによ り,ま す ます長 大化 されてい く。

述語は1回 き りとはかぎ らない。名詞句 を内包 した文や,接 続語 な どの働

きによって,次 の叙述 へ と連続的 に展開 してい くいわゆる複 文な ど,文 は

複雑化 し,長 く長 く伸 びてい く。言 ってみれ ば主語や述語 に係 ってい く要

素 によって基礎 文型の骨格 に肉付 けがなされ てい く。 これ らを仮 りに く文

型 を拡大す る語>と 呼んでおこ う。

文型を拡大する語

表現内容

条件

用いられる言い方 簾i驕 容…驕、 名詞

○

○

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

rO

O

O

Q

O

O

たつなたし

ら

(ワ

と

な

な

一

た

の

,

～

も

ら

ーつ

も

ら

な

ら

〉
.

ど

と

ば

た

る

な

は

れ

る

れ

し

す

ん

卍

に

け

す

す

と

と

削

,

の

削

と

と

卍

～

,

ら

～

,

解

～

,

,

ら

な

,
が

き

ゑ

妨
倣
⑳
"
㈹

配

削

～

創

酎

一

卍

～
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繍i綱形容
詞詞動

○'O

o;○

Q

O

○

○

一
E

E
■
セ

■[
-
1

■
1
,
■
■

O

Q

O

O

O

O

O

○

○

○

○

C

OO

Oo

O

O

O

O

O

O

O

○

○

○

○

○

O

O

衰 現 内 容i用 い られ る言 い方

原 因,理 由 貝 ～ か ら,一 か らだ

～ の で

手 段・ 一 て,卍 で,～ なの で

～ に よ り

一 に よ っ て7一 で.

パ 〔の)た め に

岬 のせ い で

同 時 進 行 ～ なが ら

順 序 性 一 てか ら,一 て,中 止 法

時 間 的 酬 ま え に,～ た あ とで

先 後 関係 ～ とき に
,_こ ろに,～ うちに

岬 あい だ に

～ ま で に

相 互 作 用1一 たぴ に

削 た り削た り

遡 対比…智て鴫 桃 酎し沖 止法1解 で ～で

○削 か 艀(力 斗),～ と ～(と 〉,～ や パ(や)

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

Q

σ

O

O

Q

○

○

○.O

!o.o

○

O

O

O

O!OO

削 も 酎 も,(～ へ も ～ へ も,

～ に も ～ に も,削 で も ～ で も,

解 と も 紺 と も ン ー か ら も ～ 力高ら も)

～ カコ～ カ㍉ パ カ淘～ な い カ・・

解 か も 解 か も,解 カムも 酎 な)、 力二も

一 と か パ と カ),岬 と か 周 な い と か

創 か ど う か

厚 よ り(… の ほ う が … だ)

～(の)わPに(は)

並列

追加

選択

比較

連 体 垂多飾目 … す る州,… い ～1… な ～

・て い る～,… て あ る 一

属 性 所 有.… した 酬

所 有,同 格1一 の ～

連 用 修飾 … く一,… に ～
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表現内容

概

目的

用いられる言い方 1動 詞!

・・に 一
,… を ～,… へ 一

・・で パ
,… と ～ シ … か ら パ,

・を ～

・・ば か り一
7… ぐ ら い ～,…

rす ら 解,… しか 削

O

O

O

～で

解

ま

けだ

0

容形
詞 蒲 網1

!i

ところで,述 語 を根幹 とした文 の基底 に・ この ようにつ ぎつぎ と修飾語

やその他の成 分 を冠 し加 えて文 を拡張 させ てい くことは,文 の叙述 内容 に

.限定 を加 え,文 自体 を長 くは させ ている。しか し,だ か らとい って,こ れ ら

の成分が一つずつ加 わる ごとに これ を異 なる文型 として部類 分け してい っ

たなら,文 型 の分類 は無 限に広 が っていって しま うであろう。それは あま

りにも形態主義に走 る。文 を表現機能 の面 か ら見 るな ら,そ の述語 に一つ

修節語が多 く加 わった ところで,機 能 そのものに変化が生 じるわけではな

い。叙述 内容 が少 々限定 され たまでのこ とで ある。 これ ら述語 の意味 を限

定す る成 分は 〈述語 を限定す る語〉 とい った名称で も与 えて,別 個 の因子

として一 括扱 えばよい。(先 の表 の.「並列」以 下 「対象」までが これに当た

る。)ま た,接 続語 な どに よって形成 される複文 のた ぐいは くつ なぎ文型〉

として,基 礎文型 の応用 によって生 じた二次的な文型 と考 えれば処理 がた

やす い。(先 の表の 「条件 」か ら 「並列 ・対比」 までがこれに 当たる。)こ

のように整理 してい くと,一 次的 な文型 とは(こ れ を筆者 は基礎文型 と呼

んでいるのだが,)一 つの述語 に,表 現機能 そのものを左右す る最 低 必 要

成分 を加 えた文 の骨格 とい うことになる。 この最低必要成分 とは,そ の述

語が絶対 的に要求す る 〈格〉 と,そ の格 に立つべき体言 の範囲 をさす。 し

たがって基礎文型 は,そ の文型 の原点 ともい うべき述語 その ものの性格 に

ょって決 まって くる と言 える。

1.述 語(P)

文 が表現 として成立す るためには,ま ず叙述 内容 の中心 となるべ き く事
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柄>を 話者 が設定 しなければならない。 その事柄 は 〈動作 ・作用 ・変化 ・

存在〉で あった り,〈 状態>で あった り,ま た 〈事物〉であ った りす る。 こ

れ らもろもろの事 象事物 をそれ と判断 し認定 す る行為 は,言 語表現 にあ っ

て は具体的には 「述語 」 として措定 され る。述語 は,動 詞述語 ・形容詞述

語 ・名 詞 述 語 の3形 に分 け られ,種 々の結 び文型 の基本 となる形式 とし

て,そ れ らを本 に した文 を,動 詞文 ・形容詞 文 ・名詞文 と名づ けている。

動 詞文は,動 詞 お よび動 詞 的概 念 を もった名詞 を述語 とす る文 で,「 何

ガ ドウスル/何 ガ ドウシタ」 の意 を表す。

○彼が帰 る。/台 風 が来 る。/気 温 が あが る。ノ.彼が挑戦す る。

○彼が帰国。/台 風 が襲来。/気 温 が上 昇。/彼 がチ ャレンジ。

形 容詞文は・形容詞 ・形容動詞 を述語 とす る文 で・「何 ガ ドンナデァル。/

何 ガ ドウコ ウデァ ッタ」 の意 を表す。形容動詞 の語幹 ・副詞お.よび状態性

を表 す名詞述語 の文 もこれ に含 める。

○山が美 しい。/(私 は)'故 郷 が懐 しい。

○山がきれい(だ)。 尺 彼は)体 が じょ うぶだ。

○今 日が最 高(だ)。/今 目はゆっ く りだ。

状態性 を帯 びた動詞 も 「ドンナダ」 の意 を表 すが,こ れ はい ちお う動詞

文 の中 に含 めてお きたいo

O人 がい る。/星 が見 える。/ネ クタイ が赤 す ぎる。ノ(彼 は)英 語 がで

きる。

名詞文は,名 詞 に断定 の助動詞 を添 えた述語(時 には省略す るこ ともあ

るが)の 文で,「 何 ガナ ニナニデアル/何 ガ何 デアッタ」 の意 を表す。

○ ここが駅 だ。/わ が輩 は猫である。/あ れが富士 山(で す)、

2・ 主 体(AガP文 型)

さて,文 表現 として取 り上げた く事柄>を,事 象や事物の単なる認定判

断として言語化するにとどまらず,こ れ を述語 として措定するとい うこと

は,動 詞や形容詞 ・名詞などによって示 した事象判断 ・事物認定が 「この・
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場合 にはそ うである」 とか,「 そ の場合 にはその通 りだ」とか,場 面 を分析

し,・その分析 した場面 と認定判断 とをま とめ ることである。 この分析統括

行為 の裏 には,そ の 〈事柄>の 主体 が何であ るか を決定 して,そ の うえで

肯定 ・否定 を下す とい う手続 きが踏 まれてい る。その く主体〉 は事柄 の性

格 によって,動 作主 であった り,状 態主 であった り,属 性主 であった りす

る。文形式 としては主語や主題一一 つま り,「 ガ/ハ/モ 」一 で示 される

わけであるが,時 としては主体の所有す る状態の向け られ る対象 も 「ガ」

で表 され る。

○星が見 える。/芸 がで きる。/故 郷が懐 しい。/水 が欲 しい、

いずれ も 「この犬 は芸 ができる。/私 は故郷 が_、 」 と 「何 凸/ダ レハ」

が文頭 に付 いて,状 態主 の向 け られ る能力や関心 ・欲望 の対象 が一ガ格 に

立て られ る。 いわゆる対象語 であるが,こ こでは述語 の示す く事柄>の 主

体 く主格〉 とは切 り離 して,〈 対 象格〉 と呼 んでお こう。

3,相 手(AガB二P文 型,A方BトP文 型)

さ て,一 口に動作 ・作用 ・状態 ・一 とい6て も,中 には主体 の動作 や状

態 が他の主体(相 手)に カ を及 ぼす,な い しは対応 してカ を発揮す る とい.

う二者 の対立関係 を前提 として成立す る 〈事柄>も ある。 た とえば 「歩 く,

走 る,見 える,聾 える,美 しい,元 気だ,お となだ」等 はそ の主体 しか問

題 とならない が,.「影 響す る,代 わる,伝 える,及 ぶ,届 く,親 切 だ」等 は,

それが何(ダ レ〉 に対 して なされ るのか,そ の動作 ・状態の向 け られ る相

手 を設定 しなけれ ば意味がない。 その相手 は具体的 にはr～ 二」 の格 で示

され る。

O政 治 が経済 に影響す る。

O被 害 が我 々に及ぶ。

○彼 は ご婦人に親切 だ6

こ の解二格 で示 され る語(人 ・物 ・事)は,～ ガ格の主体 とは対等 の対

立関係 として扱われ た相手で ある。
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ところで,r相 談す る」行 為は,r父 に相談 す るJと ～ 二格 を取 るが,一

方 「父 と相 談する」 のよ うに一 ト格 も取 る.。前者 が主体か ら相手べの一 方

方 向の行為 で あるのに対 し,後 者は両者 閲の相互行為で ある。元来～ ト格

は「父 と働 く。/娘 と出掛ける。/子 供 と寝 る。ノ母 といる。」 のように意志

的な共 同動 作,な い しは時や場所 を共通 に した行為や存在(有 情者 の)を 表

す。 したが って比較 的 自由に種 々の有意志動 詞 が取 り得 る格 である。 これ

は共同動作 の人数 を表す 「二人 で働 く。/三 人で出掛 ける。/四 人 で寝 る。/

一 人でい る。」 の～デ格が意志 的な動詞 に自 由に結 ぴつ くの と似 ている。

共通揚 面での行為 酎 ト格 は,～ デ格 と同様,そ の動詞述語成立 の決定的

な必要条件 とはな りに くい。 もちろん～ ト格 が必要条件 となる動詞 もまれ

に ある。た とえぱ 「文通す るJは,

○外 国の友 と文通す る。

の ように,～ ト格の相手 を前提 としなけれ ぱ行為 が成立 しない。 したがっ

て,rAガBトP文 型」 も基礎文型 の一 つ と して立て る必要が あろ う。r話

しあ 弘 に らみ あ う,い がみあう,戦 う・連れ立 つ・握手す る・ けんかす

る,仲 直 りす る」 のよ うなA-B間 の 意志 的 な相互行為や,ま た・「一致す

る,符 合 す る,異 なる」 のよ うな異 同 を表す動詞は この文型 をとる。 なお,

「相談す る
,約 束 する,(親 しく)な る,似 る,比 べ る,比 較す る」の よ う

に,こ の種 に属す る動詞 はわ りあい ～二格 ・～ 卜格 どち らで も可能 なもの

が多 い。

さて,行 為 ・作用 ・状態 の 〈相手〉 を示す 一二格 および～ 卜格 は,そ れ

を要求す る語 の表す く事柄≧成立 に とって必要条件 となっている。 これ ら

の格に立つ 〈相 手>を 欠 いた表現は 意 味 的 に不完全 で ある。「伝 える」や

「戦 う」は主体 の一人相撲 では成立 しな い。「ダ レガダ レニ/何 ガ何 二」(A

ガB二),ま た は 「ダ レガダ レト/何 ガ何 ト」(AガBト)を 前提 とした行

為 ・作用 だか らである。表面 的にはまった く同 じ文型 と思 われる

AハB二CヲP。

の形態 を とっているよ うで も,こ のよ うな く相手〉概念 の阿二格 を考慮 し
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た揚合,次 の3者 はいず れ も異 なって くる。

(1)私 は事務所 に仕事 をことづ か った。

(2)私 は事務所 に仕事 を頼 んだ。

(3)私 は事務所 に傘 を忘 れ た。

(1)は 「カラ」 に置 き換 え可能の 「二」で,「 私 ← 事務所 」の動作 の方

向 を,(2)は 「二対 シテ」 に当 たる 「二」 で,「 私 → 事務所 」の方 向 を と

る。 く相手>に も受動的 な相手 と能動的 な相手 とがあ り,上 下 関係 か ら言

えば,(1)は 私 が下位者,(2)は 私 が上 位 者 で ある。「社長 に代 わ ってあ

い さつす る。」の 「・一 に代 わる」 な どは,上 　関係 ではな く,〈 対等 関係

の相手>と 言 えよ う。 特 に動作 の方 向性 は認 め られ ない。(3)の 例 は場所

の 「二」 で,〈 相手〉 ではない。 「忘 れる」事柄 は対象(厚 ヲ格)の み を問

題 とし,相 手(一 二格)を 前提 としない。教育現場 で文型 を形態的にのみ

扱い,

NハN二NヲV。(N=名 詞,V;動 詞)

の ような文型式 で表 し,NやVを 自由に挿 し替 え られ るよ うに した もの を

見掛 けるが,こ れ では表現 の正確 さは期 し難 い。文型 は 日本語の発想 の型

であ りジ動詞 の 〈事柄>に よって 「N二 」 の格 の表す意味は違 って くるの,

である。 その違い を教 えることが 日本語 の教育 ではないだ ろ うか。

日本語動詞 の中 には,相 手 の存在 を前提 とした行為 ・作用の動詞,つ ま

り く相手>を 表 す 一二格 を先天 的 に要求 す る語 が多 い。形容詞や形容 動詞

にも多少見 られ る。「AガB二P文 型」 として基礎的 な文型の一つ に数 え

るべ きであろ う。(例,子 供 に甘 い。/駅 に近 い./酒 に弱 い。/委 員長にふ

さわ しい。ノ外国人に親 切 だ。ノ絵 に夢 中だ。/背 景 と紛 らわ しい。/彼 女

と仲 良 しだ。」

4・ 対象(AガCヲP文 型,AガB二CヲP文 型)

と ころで,述 語 が動 作 ・作用 の揚合,事 柄 に よっては,そ の動作 ・作用

を成 立 させるための対 象 が必要 となることが ある。 「教 える」 とい う行 為
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は 「AガB二 教 エル.」 のだが,こ の～二格 で示 され るA-Bの 対 人閲係 だ

けでは 「教 える」行為 の意味内容 は限定 し尽 されない。何 を教 えるのか,

教 える内容Cを 示す ことに よって始 めて概念 が具体 化 される。

AガB二Cヲ 教 エル。 〔先 生が生徒 に英語 を教 える。)

動 詞 「教 える」、は一二格 の相手 とともに,一 ヲ格 の対象 も必要 とす る事

柄 なので ある。 この～ ヲ格 の語 を目的語 と称 しているが,目 的格 には教 え

る内容 だ げでな ぐ,教 える相手 を立 てる こともある。

AガBヲ 教 エル。(先 生 が生徒 を教 える。)

た だ し,「教 える」は 「教育す る/教 導 する/訓 育す る」などの意で,「 教

授す る/伝 達す る/知 らせ る」 の意 ではない.当 然,～ ヲ格 の目的語 に立

つ対象Bは,主 体Aと 対等関係にない。上下関係 として下位 の相手 と扱 っ

ているのである。

このよ うな,動 作の対 象 を設定 し得 る動詞 つ ま り他動詞は一 文 型

の基礎 を定 める因子 となってい る。 この 「AガCヲP文 型」 を形成 す る動

詞 としては,r見 る,捨 てる,切 る,立 てる,恨 む,案 内す る,征 服す る,

支 配す る」な ど数 多 くある。 また,～ 二格 もあわせ取 って 「AガB二Cヲ

P文 型」 とな る動詞群 には,「 見せ る,話 す,伝 える,恵 む,届 ける,約 束

す る,紹 介する,贈 呈す る」 な ど,こ れ も数 が多い。

rAガB二P
」 と～二格 だけ取 る自動詞 「従 う,代 わる,及 ぶ,届 く,影

響 す る,服 従 する」 な どは,主 体の発揮 するカが対 立す る相手 に影響 を及

ぽ し,両 者 の問に結果的 に関係 ボ生ず る とい うはなはだ消極的 な働 きか け

で ある。一方,「AガB二CヲP」 と一二 ・～ ヲの二 つの格 をあわせ取 る

他動詞群 「伝 える,及 ぼす,届 ける,話 す」 な どは,主 体 が他 の相手 に対

して積極的 に働 きかける,な い しはカ を自主的 に及 ぼ させる とい う能動性

を有 している。

○父 が息子 に頼 る。/息 子 を頼 る。

これ も 「一に頼 る」 だと父親 の一方的 な精神的依存 で,そ の行 為が息子

に直接伝達 され る とい う積極性 を持 たない、「一 を頼 る」だ と「息子 を頼 っ
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七上京す る。」の例で もわかるよ うに,そ の行為 が対象 である息 子 に直 接

関係 してい く。 ～二格 で表 され る く相手〉と,一 ヲ格 で表 さ.れる 〈対象〉と

では,主 体 との力学的 関係 に明 らか な相違が見 られるのである。

5.場 面(そ の他の格)

述 語 は,そ の述部 に立 つ語 の く事 柄〉に よって,〈 主体>の ほかに く相手〉

や 〈対 象>を 要求 する場合 があ り,そ れ らに よって文の骨格が形づ くられ

る。

AガP,

A)ガP.

AハA'ガP,

AガBトP.

AガB二P.

AガCヲP.

A・ガBトCヲP・

AガB二CヲP.

父が いる。

柔道がで きる。

父 は柔道 ができる。

父が息子 と戦 う。

父が息子 に勝つ。

父が窟、子 を鍛 える。

父が息子 と勝敗 を争 う。

父が,臣,子に柔道 を教 える。

形容詞 ・形容動詞述語 は 「～ガ,一 ヨ リ」の格 以外 はまれに 「～二/～

ト」 を取 るものが ある ぐらいで,あ ま り格 を取 らな い。名 詞述 語 は,「 出

発,練 習,ア ルバイ ト,天 気,学 校,徒 歩・お とな,こ ども」な ど用言 的

概念の語 を除けば,格 を取 る可能性 はほ とんどない と言 っていい。

動詞述語の揚 合,「 主体,相 手,対 象」の設定に よって最 も中心的な基礎

文型が形成 される。 そ こに現 れる 「一ガ/二/～ 卜/～ ヲ」 の格は,述 語

動詞 の意味か ら見て必要条件 であ った。 では,主 体 ・相手 ・対象 さえ設 定

されればそれで よいか とい うと,決 してそ うではない。 た と'えば 「行 く」

のよ うな移動動詞の場合,当 然 の ことなが ら移動動作 が行 われ る揚所(～

ヲ格)や 径路(～ カ ラーマデ格),到 達点(～ へ格,～ 二格 〉が行為成立の

必要条件 となって くる。 また,必 要条件 ではないに して も,も ろ もろの動

作 ・作用 ・行為 ・変化 ・存在 一 ・な どの成 立に一般 に共通 して問題 とな し

_56一



得 る因子 として'「場所,時 問,数 量,順 序,共 同動作者,原 因,由 来,材

料,手 段・方法,依 拠,比 較 一 ・」 な どが考え られる。 これ ら く場 面〉 を設

定す る因子 の うちどれ とどれが問題 となるかは,そ の動 詞 が 表す・く事柄>

に よって決 まる。 たとえば 「遊 ぶ」 な ら,場 所 〔居問デ),時 間(2時 カ ラ

3時 マデ),共 同動作(皆 デ),理 由(楽 シイ カラ),方 法(ト ランプデ)等

が取 り上 げ られ るであろ う。そこで,

「ダ レガ ドコソコデ 何時カ ラ イ ツマデ ダ レカ ト 何 々ダカ ラ

何カデ 遊 ブ。」

の文型拡張 がなされ るわ けで あるが,目この拡張 は決定的 な ものではない。

「遊ぶ」 の基礎 文型 は本来 「ダ レカ ガ遊 プ」 の 「AガP」 文型 で,最 も単

純 な文型 の一 つなのである。その基礎 文型 に,あ とどの ような格 が係 って

い くかに よって 「遊ぷ」 の意味特徴 が文脈 か ら規 定 されてい く。

○外 国に遊 ぶ。/居 問で遊ぶ。

同 じ 〈場所〉の因子 で も,～ 二格 を取 るか,～ デ格 を取 るかによって 「遊

ぶ」の意 味が違 って くる。(前 者 は 「遊学,外 遊」 の意 に,後 者 は 「遊戯,

娯 楽,団 らん」 の意 になる。その差 が 前 者 「文学に遊ぶ。1芸 術 に遊 ぶ」

など。後者 「野球 で遊ぶ。」な どの例 に も現 れて くる。)そ の違 いによ づて

拡張すべ き文型 の系列 も変わ って くる。いわば格支配 の在9方 に よって動

詞の文脈的意味 も動 いてい くと見 るべ きであろ う。

基礎文型 に,あ とどのよ うな格 を付 けた して文型拡張 がなされ てい くか

は,目 本語学習における重要 な課題 である。そ こでその基礎文型 を扱 うお

りに,ま ずその文型 に該 当する動詞群 を明示 し,つ ぎに話題 を設定 しなが

ら 「揚所,時 間,数 量,順 序 ・一 」 と順次 とりあげて拡張練習 を問答法 な

どによって繰 り返 さねばな らぬ、根幹 となる基礎文型 さえ身 について いれ

ぱ,拡 張法は比較的容 易である、問題 はむ しろそ の述語動詞 によって規定

され て くる 〈格の姿>で あろ う。「遊ぶJな ら場所 は 「庭 で遊 ぶ/外 で遊ぶ」

で,「 ～二」 ではない ことを,時 間 は 「10時 か ら遊 ぶ/10時 まで遊 ぶ」 で

ある ことを,じ ゅうぶん身 につけさせ る必要 がある.目 本語は助詞 の使い
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方(テ ニ ヲハ)が むずか しい と言われ るの も,け っきよ くはこの文型拡 張

が(そ れは とりもなお さず動詞の格 支配 の法則 が)む ず かしいので ある。
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